
令
７　

高
等
学
校
書
道
（
６
枚
の
う
ち
1
）

（
解
答
は
す
べ
て
、
解
答
用
紙
に
記
入
す
る
こ
と
）

一　

次
の
文
章
を
読
ん
で
、
あ
と
の
問
い
に
答
え
な
さ
い
。

　

�　

現
存
す
る
最
古
の
漢
字
は
亀
甲
や
獣
骨
に
卜
占
の
結
果
を
刻
し
た
（　

①　

）
時
代
の
（　

②　

）
で
あ
る
。（　

①　

）
時
代
末
期
に
は
、（　

③　

）
に

Ⅰ
鋳
込
ま
れ
た
銘
文
が
誕
生
し
た
。（　

①　

）
時
代
以
降
、
古
代
の
中
国
で
は（　

③　

）
が
盛
ん
に
作
ら
れ
た
。
秦
の（　

④　

）
は
天
下
統
一
を
し
た
後
、

度
・
量
・
衡
の
統
一
な
ど
と
合
わ
せ
て
、
水
平
垂
直
で
線
の
太
さ
が
均
一
な
（　

⑤　

）
を
標
準
字
体
と
し
て
制
定
し
た
。

　

�　

漢
時
代
に
は
、
横
画
や
右
払
い
の
（　

⑥　

）
に
装
飾
的
な
波
勢
や
波
磔
が
あ
る
隷
書
（
八
分
）
が
現
れ
、
毛
筆
特
有
の
表
現
が
開
花
し
た
。
隷
書
に
は
、�

Ⅱ
波
磔
の
な
い
素
朴
な
書
で
あ
る
古
隷
や
、「
礼
器
碑
」「（　

⑦　

）」「
張
遷
碑
」
な
ど
の
碑
に
見
ら
れ
る
多
様
な
八
分
、（　

⑧　

）
な
ど
に
残
さ
れ
て
い
る

日
常
で
使
わ
れ
て
い
た
肉
筆
の
隷
書
が
あ
る
。（　

⑧　

）
や
帛
書
な
ど
で
日
常
的
に
使
用
さ
れ
て
い
た
草
書
や
行
書
は
三
国
時
代
以
降
に
な
る
と
実
用
性
だ

け
で
は
な
く
、
美
し
さ
も
求
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
東
晋
時
代
、（　

⑨　

）・（　

⑩　

）
親
子
が
登
場
す
る
と
、
草
書
や
行
書
は
芸
術
と
し
て
洗
練
さ

れ
た
。
書
聖
と
さ
れ
た
（　

⑨　

）
の
真
跡
は
現
存
し
て
い
な
い
が
、
様
々
な
Ⅲ
臨
模
や
拓
本
に
よ
り
現
在
で
も
そ
の
書
風
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

�　

楷
書
の
特
徴
で
あ
る
（　

⑪　

）
の
筆
法
は
、
三
世
紀
に
は
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
五
世
紀
以
降
の
（　

⑫　

）
時
代
で
は
、
刀
意
を
生
か
し
た
楷
書
が

発
達
す
る
。
唐
時
代
初
期
、
Ⅳ
初
唐
の
三
大
家
に
よ
っ
て
楷
書
は
完
成
の
域
に
達
し
た
。
唐
時
代
の
中
期
に
は
（　

⑬　

）
が
の
ち
に
明
朝
体
の
も
と
に
な
っ

た
Ⅴ
革
新
的
な
書
風
を
開
拓
し
た
。
草
書
に
お
い
て
は
、（　

⑭　

）
が「
書
譜
」
を
著
し
て
正
統
的
な
書
法
の
集
大
成
と
も
い
う
べ
き
書
風
を
示
す
。
そ
の
後
、

　

張
旭
・
懐
素
の
（　

⑮　

）
と
よ
ば
れ
る
自
由
奔
放
な
筆
勢
の
草
書
が
現
れ
た
。

　

問
一�　

文
中
の
空
欄
①
～
⑮
に
当
て
は
ま
る
適
切
な
語
句
ま
た
は
人
名
を
、
そ
れ
ぞ
れ
漢
字
で
書
き
な
さ
い
。
た
だ
し
、
同
じ
記
号
に
は
同
じ
語
句
ま
た
は
人

名
が
入
る
。

　

問
二　

祭
祀
や
儀
式
に
用
い
ら
れ
た
、
次
の
図
版
Ａ
～
Ｅ
の
種
類
と
用
途
を
、
あ
と
の
ア
～
サ
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
一
つ
選
び
、
そ
の
符
号
を
書
き
な
さ
い
。

図版Ａ

図版Ｂ

図版Ｃ

図版Ｄ

図版Ｅ

　
　
　
　
　
　
　
　

ア　

盤　
　
　
　

イ　

鼎　
　
　
　

ウ　

卣　
　
　
　
　

エ　

鐘　
　
　
　
　

オ　

爵

　
　
　
　
　
　
　
　

カ　

武
器　
　

キ　

食
物
を
煮
る
器　
　

ク　

酒
を
た
め
運
ぶ
器　
　

ケ　

水
を
張
る
器　
　

コ　

酒
を
温
め
る
器　
　

サ　

楽
器

　

問
三　

―
―
線
部
Ⅰ
に
つ
い
て
、
鋳
込
ま
れ
た
銘
文
を
何
と
い
う
か
、
漢
字
二
字
で
書
き
な
さ
い
。

　

問
四�　

次
の
図
版
Ｆ
の
古
典
名
と
下
の
釈
文
の
空
欄
⑯
～
�
に
当
た
る
文
字
を
、
そ
れ
ぞ
れ
楷
書
で
書
き
な
さ
い
。
た
だ
し
、
同
じ
記
号
に
は
同
じ
文
字
が
入
る
。

【　

釈　

文　

】

（　

⑯　

）　

夨　

撲
（　

⑰　

）　

邑　

。　

迺
（　

⑱　

）　
（　

⑰　

）

（　

⑯　

）　

田
。（　

⑲　

）　

自　
　

瀗　
　

渉　
　
（　

⑳　

）

南
。（　

�　

）　

于　
　

大　
　

沽
。　

一　
　

封　

。　
（　

⑳　

）　

　　　

問
五　

―
―
線
部
Ⅱ
に
つ
い
て
、
波
磔
の
な
い
素
朴
な
隷
書
の
古
典
名
を
一
つ
、
漢
字
で
書
き
な
さ
い
。

　

問
六　

―
―
線
部
Ⅲ
に
つ
い
て
、
書
聖
と
さ
れ
た
人
物
の
古
典
名
を
二
つ
、
漢
字
で
書
き
な
さ
い
。

　

問
七　

―
―
線
部
Ⅳ
に
つ
い
て
、
初
唐
の
三
大
家
の
人
名
と
、
そ
れ
ぞ
れ
の
代
表
的
な
楷
書
の
作
品
名
を
一
つ
、
漢
字
で
書
き
な
さ
い
。

　

問
八　

―
―
線
部
Ⅴ
に
つ
い
て
、
革
新
的
な
書
風
を
何
と
い
う
か
、
漢
字
で
書
き
な
さ
い
。
ま
た
、
そ
の
書
風
に
つ
い
て
具
体
的
に
説
明
し
な
さ
い
。

二　

次
の
文
章
を
読
ん
で
、
あ
と
の
問
い
に
答
え
な
さ
い
。

　

�　

北
宋
で
は
科
挙
を
経
た
（　

①　

）
が
政
治
や
文
化
で
活
躍
し
た
。
Ⅰ
蘇
軾
・
黄
庭
堅
・
米
芾
ら
も
（　

①　

）
で
あ
る
。
元
時
代
に
は
、
二
王
の
書
法
へ

の
回
帰
を
唱
え
た
（　

②　

）
の
典
雅
な
書
風
が
一
世
を
風
靡
し
た
。
明
時
代
末
期
か
ら
清
時
代
初
期
は
、（　

③　

）
と
い
う
縦
長
の
作
品
が
流
行
し
、
中

で
も
倪
元
璐
・
王
鐸
・
傅
山
ら
が
Ⅱ
草
書
を
書
き
連
ね
る
新
し
い
表
現
で
活
躍
し
た
。
清
時
代
初
期
は
『
三
希
堂
法
帖
』
が
編
纂
さ
れ
る
な
ど
、
Ⅲ
古
典
研
究

が
盛
ん
に
な
り
、
Ⅳ
銘
文
を
研
究
す
る
（　

④　

）
学
も
発
展
し
た
。
中
期
に
な
る
と
、
鄧
石
如
・
呉
譲
之
（
煕
載
）・
金
農
な
ど
が
、
新
し
く
多
様
な
表
現

を
作
り
出
し
た
。

　

問
一�　

文
中
の
空
欄
①
～
④
に
当
て
は
ま
る
適
切
な
語
句
ま
た
は
人
名
を
、
そ
れ
ぞ
れ
漢
字
で
書
き
な
さ
い
。
た
だ
し
、
同
じ
記
号
に
は
同
じ
語
句
ま
た
は
人

名
が
入
る
。

　

問
二　

―
―
線
部
Ⅰ
に
つ
い
て
、
次
の
問
い
に
答
え
な
さ
い
。

　
　
　

⑴　

後
世
に
影
響
を
与
え
た
こ
の
三
人
を
何
と
呼
ぶ
か
書
き
な
さ
い
。

　
　
　

⑵　

三
人
と
同
時
代
に
活
躍
し
、「
謝
賜
御
書
詩
表
巻
」
等
の
伝
統
的
で
格
調
高
い
書
風
の
書
を
書
い
た
人
物
を
、
漢
字
で
書
き
な
さ
い
。

　

問
三　
　
　

線
部
の
六
人
の
人
物
と
関
連
す
る
作
品
を
、
次
の
図
版
Ａ
～
Ｆ
（
す
べ
て
作
品
の
一
部
）
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
一
つ
選
び
、
そ
の
符
号
を
書
き
な
さ
い
。

図版Ａ

図版Ｂ

図版Ｃ

図版Ｄ

図版Ｅ

図版Ｆ

　

問
四　

―
―
線
部
Ⅱ
に
つ
い
て
、
草
書
を
書
き
連
ね
る
新
し
い
表
現
方
法
を
何
と
い
う
か
、
漢
字
三
字
で
書
き
な
さ
い
。

　

問
五　

―
―
線
部
Ⅲ
に
つ
い
て
、
法
帖
を
も
と
に
書
聖
を
主
と
す
る
伝
統
的
な
書
を
継
承
す
る
一
派
を
何
と
い
う
か
、
漢
字
三
字
で
書
き
な
さ
い
。

種
類

用
途

図版Ｆ



令
７　

高
等
学
校
書
道
（
６
枚
の
う
ち
2
）

（
解
答
は
す
べ
て
、
解
答
用
紙
に
記
入
す
る
こ
と
）

　

問
六　

―
―
線
部
Ⅳ
に
つ
い
て
、
次
の
問
い
に
答
え
な
さ
い
。

　
　
　

⑴　

石
碑
を
学
び
書
に
新
し
い
息
吹
を
吹
き
込
む
碑
学
派
で
活
躍
し
た
下
の
図
版
Ｇ
の
人
名
を
、
漢
字
で
書
き
な
さ
い
。

　
　
　

⑵�　

図
版
Ｇ
の
人
物
は
、「
四
絶
」
と
称
賛
さ
れ
た
文
人
で
、
日
本
の
書
道
に
も
大
き
な
影
響
を
与
え
た
。
彼
が
精
通
し
た
と

さ
れ
る
四
絶
と
は
そ
れ
ぞ
れ
何
の
分
野
を
指
す
か
、
漢
字
で
四
つ
書
き
な
さ
い
。

　
　
　

⑶　

図
版
Ｇ
の
人
物
が
生
涯
、
情
熱
を
傾
け
て
臨
書
し
た
古
典
は
何
か
、
漢
字
で
書
き
な
さ
い
。

　
　
　

⑷　

下
の
図
版
Ｈ
、
Ⅰ
は
、
図
版
Ｇ
の
人
物
が
制
作
し
た
印
で
あ
る
。
図
版
Ｈ
、
Ⅰ
の
印
影
の
種
類
を
、
そ
れ
ぞ
れ
漢
字
で
書
き
な
さ
い
。

三　

次
の
文
章
を
読
ん
で
、
あ
と
の
問
い
に
答
え
な
さ
い
。

　

�　
（　

①　

）
と
（　

②　

）
は
、
平
安
時
代
の
仏
教
界
を
代
表
す
る
人
物
で
あ
る
。（　

②　

）
は
幼
少
期
に
出
家
し
、
二
十
一
歳
で
、
後
に
延
暦
寺
と
称
さ

れ
る
寺
を
創
設
し
、
や
が
て
桓
武
天
皇
の
信
頼
を
得
る
こ
と
と
な
っ
た
。（　

①　

）
は
お
じ
の
阿
刀
大
足
や
大
学
で
儒
教
を
学
ぶ
が
、
仏
教
に
関
心
を
抱
き
、

山
々
を
め
ぐ
る
無
名
の
修
行
者
と
な
っ
た
。
二
人
は
奇
し
く
も
八
〇
四
年
、
遣
唐
使
の
第
一
・
二
船
に
分
乗
し
て
入
唐
し
た
。（　

②　

）
が
還
学
生
と
い
う
短

期
視
察
者
で
あ
っ
た
の
に
対
し
、（　

①　

）
は
留
学
生
と
し
て
二
十
年
と
い
う
長
期
滞
在
が
予
定
さ
れ
て
い
た
が
、（　

②　

）
は
天
台
仏
教
の
正
統
を
継
い

で
翌
年
帰
国
し
、（　

①　

）
は
真
言
八
祖
の
資
格
を
授
か
っ
て
、
二
年
余
の
滞
在
で
帰
国
し
た
。

　

�　

二
人
に
は
尺
牘
の
往
来
も
あ
り
、（　

③　

）
は
（　

①　

）
の
も
と
で
修
業
し
て
い
た
泰
範
（
②
の
門
弟
）
に
（　

①　

）
へ
の
伝
言
を
依
頼
し
た
書
状

で
あ
る
。
親
し
い
交
友
が
あ
っ
た
両
者
だ
が
、
泰
範
が
（　

②　

）
の
も
と
に
戻
ら
な
か
っ
た
こ
と
や
密
教
の
解
釈
の
違
い
が
生
じ
て
決
別
に
至
っ
た
と
さ
れ

る
。

　

問
一　

文
中
の
空
欄
①
～
③
に
当
て
は
ま
る
適
切
な
語
句
ま
た
は
人
名
を
、
漢
字
で
書
き
な
さ
い
。
た
だ
し
、
同
じ
記
号
に
は
同
じ
語
句
ま
た
は
人
名
が
入
る
。

　

問
二　

空
欄
①
の
人
物
に
つ
い
て
、
次
の
問
い
に
答
え
な
さ
い
。

　
　
　

⑴　

空
欄
①
の
人
物
が
伝
承
筆
者
と
し
て
今
日
に
伝
わ
る
右
の
図
版
Ａ
の
作
品
名
を
、
漢
字
で
書
き
な
さ
い
。

　
　
　

⑵�　

図
版
Ａ
は
、
①
の
人
物
が
あ
る
人
物
に
狸
の
毛
の
筆
を
四
本
献
上
し
た
こ
と
を
記
し
た
部
分
で
あ
る
。
図
版
Ａ
の　
　
　
　

線
部
Ⅰ
、
Ⅱ
は
何
を
指

す
か
、
組
合
せ
と
し
て
適
切
な
も
の
を
、
次
の
ア
～
エ
か
ら
一
つ
選
び
、
そ
の
符
号
を
書
き
な
さ
い
。

　
　
　
　

ア　

Ⅰ　

隷
書　

Ⅱ　

楷
書　
　
　

イ　

Ⅰ　

写
経　

Ⅱ　

楷
書　
　
　

ウ　

Ⅰ　

楷
書　

Ⅱ　

隷
書　
　
　

エ　

Ⅰ　

楷
書　

Ⅱ　

写
経

　
　
　

⑶�　

次
の　
　
　
　
　

の
言
葉
は
、
空
欄
①
の
人
物
が
書
い
た
と
さ
れ
る
書
物
の
一
文
で
あ
る
。
大
意
と
し
て
最
も
適
切
な
も
の
を
、
あ
と
の
ア
～
ウ
か

ら
一
つ
選
び
、
そ
の
符
号
を
書
き
な
さ
い
。

良
工
は
先
ず
其
の
刀
を
利
く
し
、
能
書
は
必
ず　

好
筆
を
用
う
。　

刻
鏤
に
は
、
用
に
随
っ
て
刀
を
改
め
、
臨
池
に
は
、
字
に
逐
っ
て
筆
を
易
う
。

　
　
　
　

ア　

良
い
工
人
は
刀
の
使
い
方
が
上
手
で
、
字
の
上
手
な
人
は
筆
の
使
い
方
が
上
手
。
用
具
の
使
い
方
で
そ
の
作
品
の
良
し
あ
し
が
決
ま
る
。

　
　
　
　

イ　

良
い
工
人
は
鋭
い
刀
を
使
い
、
字
の
上
手
な
人
は
上
等
な
筆
を
使
う
。
用
具
の
質
で
そ
の
作
品
の
良
し
あ
し
が
決
ま
る
。

　
　
　
　

ウ　

良
い
工
人
は
、
刀
を
手
入
れ
し
、
字
の
上
手
な
人
は
よ
い
筆
を
使
う
。
用
具
の
見
極
め
方
で
そ
の
作
品
の
良
し
あ
し
が
決
ま
る
。

　
　
　

⑷　

空
欄
①
の
人
物
に
ま
つ
わ
る
筆
に
つ
い
て
の
こ
と
わ
ざ
を
、
一
つ
書
き
な
さ
い
。

　
　
　

⑸　

右
の
図
版
Ｂ
は
、
空
欄
①
の
人
物
が
伝
承
筆
者
と
し
て
今
日
に
伝
わ
っ
て
い
る
。
こ
の
作
品
名
を
漢
字
で
書
き
な
さ
い
。

　
　
　

⑹　

図
版
Ｂ
の
④
～
⑨
に
当
た
る
文
字
を
、
そ
れ
ぞ
れ
楷
書
で
書
き
な
さ
い
。

　

問
三�　

平
安
時
代
に
尊
重
さ
れ
た
唐
の
書
法
を
基
盤
と
し
つ
つ
も
、
日
本
的
な
個
性
の
感
じ
ら
れ
る
書
風
を
生
み
出
し
た
能
書
三
名
を
総
称
し
て
何
と
い
う

か
、
漢
字
で
書
き
な
さ
い
。

　

問
四�　

遣
唐
使
が
廃
止
さ
れ
た
後
、
国
風
文
化
と
呼
ば
れ
る
日
本
独
自
の
文
化
が
花
開
き
、
和
様
の
書
を
確
立
し
た
と
さ
れ
る
能
書
三
名
を
総
称
し
て
何
と
い

う
か
、
漢
字
で
書
き
な
さ
い
。

　

問
五�　

小
野
道
風
、
藤
原
佐
理
、
藤
原
行
成
の
三
名
が
能
書
と
し
て
並
称
さ
れ
た
内
容
が
書
か
れ
て
い
る
、
藤
原
教
長
が
藤
原
伊
経
に
授
け
た
書
論
を
何
と
い

う
か
、
漢
字
で
書
き
な
さ
い
。

　

問
六�　

小
野
道
風
、
藤
原
佐
理
、
藤
原
行
成
に
つ
い
て
、
南
北
朝
時
代
、
尊
円
親
王
が
三
名
の
書
を
重
ん
じ
て
い
た
と
い
う
内
容
や
、
初
心
者
の
学
書
の
心
得
・

方
法
、
尊
円
親
王
の
書
道
観
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
書
論
を
何
と
い
う
か
、
漢
字
で
書
き
な
さ
い
。

図版Ａ

Ⅰ　　
　
　
　
　

Ⅱ　
　
　
　
　

図版Ｂ

④
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令
７　

高
等
学
校
書
道
（
６
枚
の
う
ち
3
）

（
解
答
は
す
べ
て
、
解
答
用
紙
に
記
入
す
る
こ
と
）

四　

次
の
文
章
を
読
ん
で
、
あ
と
の
問
い
に
答
え
な
さ
い
。　

　

�　
『
後
漢
書
』
の
建
武
中
元
二
年
の
記
事
に
該
当
す
る
「
漢
委
奴
国
王
」
金
印
な
ど
が
示
す
よ
う
に
、
遅
く
と
も
一
世
紀
の
頃
に
は
日
本
に
漢
字
が
伝
来
し
た
。

以
後
、
わ
が
国
で
の
漢
字
学
習
が
進
み
、
五
世
紀
頃
に
は
、
漢
字
を
一
字
一
音
の
（　

①　

）
文
字
と
し
て
用
い
て
、
地
名
・
人
名
と
い
っ
た
固
有
名
詞
が
記

さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
癸
未
年
銘
人
物
画
像
鏡
は
そ
の
一
例
で
、
こ
れ
が
仮
名
の
始
ま
り
と
さ
れ
る
。

　

�　

七
世
紀
半
ば
に
は
、
漢
字
の
音
訓
を
用
い
て
日
本
語
の
文
章
や
和
歌
が
書
き
記
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
奈
良
時
代
、
八
世
紀
後
半
の
『
万
葉
集
』
で
こ
う
し

た
表
記
法
が
集
約
さ
れ
た
。
そ
こ
で
、
こ
の
よ
う
な
仮
名
を
（　

②　

）
と
い
う
。（　

②　

）
で
は
、
例
え
ば　

“
ア　

”
に
「
安
」「（　

③　

）」
等
の

字
を
あ
て
る
な
ど
、
各
音
に
い
ろ
い
ろ
な
字
が
用
い
ら
れ
た
た
め
、
そ
の
数
は
一
千
字
近
く
に
の
ぼ
る
。

　

�　

平
安
時
代
に
は
仮
名
を
草
書
で
書
く
よ
う
に
な
り
、
こ
れ
を
（　

④　

）
と
い
う
。（　

④　

）
を
さ
ら
に
簡
略
に
し
た
の
が
（　

⑤　

）
で
、
Ⅰ
高
野
切

の
よ
う
な
優
美
な
仮
名
に
高
め
ら
れ
た
。
高
野
切
の
筆
者
は
、
古
く
か
ら
紀
貫
之
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
現
在
で
は
、
三
人
の
能
書
に
よ
っ
て
手
分

け
し
て
書
か
れ
た
（　

⑥　

）
と
考
え
ら
れ
、
Ⅱ
書
風
ご
と
に
第
一
種
・
第
二
種
・
第
三
種
と
よ
ば
れ
て
い
る
。（　

⑤　

）
に
は
今
の
平
仮
名
も
含
ま
れ
る
。

仮
名
に
は
古
来
さ
ま
ざ
ま
な
種
類
と
呼
称
が
あ
っ
た
が
、
明
治
三
十
三
年
以
降
、
平
仮
名
・（　

⑦　

）
お
よ
び
（　

⑧　

）
に
区
分
さ
れ
て
い
る
。（　

⑧　

）

は
、
義
務
教
育
で
は
扱
わ
な
い
が
、
芸
術
と
し
て
の
仮
名
の
書
で
は
用
い
ら
れ
る
こ
と
が
多
い
。
ま
た
、
Ⅲ
日
常
生
活
の
中
で
も
見
か
け
ら
れ
る
。

　

問
一�　

文
中
の
空
欄
①
～
⑧
に
当
て
は
ま
る
適
切
な
語
句
を
、
そ
れ
ぞ
れ
漢
字
で
書
き
な
さ
い
。
ま
た
、
②
、
④
、
⑤
に
つ
い
て
は
該
当
す
る
も
の
を
、
次
の

ア
～
オ
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
一
つ
選
び
、
そ
の
符
号
を
書
き
な
さ
い
。
た
だ
し
、
同
じ
記
号
に
は
同
じ
語
句
が
入
る
。

ア

イ

ウ

エ

オ

　

問
二　

―
―
線
部
Ⅰ
に
つ
い
て
、
次
の
問
い
に
答
え
な
さ
い
。

　
　
　

⑴　
「
高
野
切
」
の
よ
う
に
、「
〇
〇
切
」
と
い
う
名
前
が
つ
け
ら
れ
て
い
る
古
筆
名
を
一
つ
、
漢
字
で
書
き
な
さ
い
。

　
　
　

⑵�　

令
和
六
年
四
月
に
冷
泉
家
時
雨
亭
文
庫
が
、「
高
野
切
」
に
書
か
れ
て
い
る
歌
集
の
注
釈
書
「
顕
注
密
勘
」
の
自
筆
原
本
が
初
め
て
見
つ
か
っ
た
と

発
表
し
た
。「
高
野
切
」
に
書
か
れ
て
い
る
歌
集
名
と
、
こ
の
「
顕
注
密
勘
」
の
中
巻
と
下
巻
を
書
い
た
と
さ
れ
る
歌
人
の
名
前
を
、
そ
れ
ぞ
れ
漢
字

で
書
き
な
さ
い
。

　

問
三　

―
―
線
部
Ⅱ
に
つ
い
て
、
次
の
問
い
に
答
え
な
さ
い
。

　
　
　

⑴　

右
の
図
版
Ａ
は
、「
高
野
切
」
で
あ
る
。
高
野
切
第
何
種
か
、
漢
字
で
書
き
な
さ
い
。

　
　
　

⑵　

図
版
Ａ
の
一
行
目
す
べ
て
の
仮
名
の
字
源
を
、
楷
書
で
書
き
な
さ
い
。

　

問
四�　

右
の
図
版
Ｂ
、
Ｃ
は
、
仮
名
を
書
く
に
は
適
し
た
筆
で
あ
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
筆
の
名
称
を
、
次
の
ア
～
オ
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
一
つ
選
び
、
そ
の
符
号
を
書

き
な
さ
い
。

　

問
五　

右
の
図
版
Ｄ
は
、
短
冊
に
和
歌
を
書
い
た
も
の
で
あ
る
。
次
の
問
い
に
答
え
な
さ
い
。

　
　
　

⑴　

短
冊
に
和
歌
を
書
く
と
き
の
原
則
と
し
て
適
切
な
も
の
を
、
次
の
ア
～
オ
か
ら
す
べ
て
選
び
、
そ
の
符
号
を
書
き
な
さ
い
。

　
　
　
　

ア　

短
冊
の
上
の
ほ
う
を
四
分
の
一
ほ
ど
空
け
る
。

　
　
　
　

イ　

漢
字
を
仮
名
に
必
ず
変
換
す
る
。

　
　
　
　

ウ　

上
の
句
を
一
行
目
に
、
下
の
句
を
二
行
目
に
書
く
。

　
　
　
　

エ　

初
句
、
三
句
、
四
句
目
で
墨
継
ぎ
を
す
る
。

　
　
　
　

オ　

松
煙
墨
を
使
用
し
薄
墨
で
揮
毫
す
る
。

　
　
　

⑵　

懐
紙
か
ら
短
冊
は
何
枚
と
れ
る
か
書
き
な
さ
い
。
た
だ
し
、
懐
紙
を
使
い
き
る
こ
と
と
す
る
。

　

問
六　

―
―
線
部
Ⅲ
に
つ
い
て
、
右
の
図
版
Ｅ
は
、
語
句
が
暖
簾
に
書
か
れ
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
語
句
を
平
仮
名
で
書
き
な
さ
い
。

　

ア　

柳
葉
筆　
　

イ　

雀
頭
筆　
　

ウ　

竹
皮
筆　
　

エ　

草
筆　
　

オ　

面
相
筆

図版Ｅ
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令
７　

高
等
学
校
書
道
（
６
枚
の
う
ち
4
）

（
解
答
は
す
べ
て
、
解
答
用
紙
に
記
入
す
る
こ
と
）

五　

生
活
や
社
会
に
お
け
る
書
に
つ
い
て
、
次
の
問
い
に
答
え
な
さ
い
。

　

問
一　

次
の
文
章
の
―
―
線
部
に
つ
い
て
、
原
則
と
し
て
作
者
の
没
後
何
年
か
、
そ
の
期
間
を
書
き
な
さ
い
。

　
　
　

�　

書
の
作
品
を
制
作
す
る
時
に
、
題
材
と
し
て
自
分
で
作
っ
た
も
の
で
は
な
い
俳
句
や
詩
、
歌
詞
な
ど
を
使
用
す
る
こ
と
が
あ
る
。
そ
の
よ
う
に
他
人
が

作
っ
た
も
の
を
使
用
す
る
時
に
は
、
落
款
な
ど
で
誰
の
作
品
で
あ
る
か
を
明
記
す
る
。
ま
た
、
そ
の
著
作
物
が
著
作
権
保
護
期
間
を
過
ぎ
て
い
な
い
場
合

は
、
著
作
権
者
や
そ
の
著
作
権
の
管
理
を
し
て
い
る
団
体
な
ど
か
ら
使
用
の
許
諾
を
得
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
著
作
権
保
護
期
間
が
終
了
し
て
い
る
著
作

物
は
、
社
会
全
体
が
共
有
す
る
文
化
的
財
産
と
し
て
誰
で
も
自
由
に
使
用
で
き
る
が
、
著
作
権
が
変
わ
っ
た
り
、
著
作
物
自
体
が
な
く
な
っ
た
り
す
る
こ

と
は
な
い
。

　

問
二　

次
の
ア
～
エ
の
説
明
文
に
合
う
人
物
の
名
前
を
、
そ
れ
ぞ
れ
漢
字
で
書
き
な
さ
い
。

　
　
　

ア�　

自
ら
の
思
い
を
書
に
託
し
て
書
い
た
「
信
為
万
事
本
」
を
座
右
の
銘
に
し
、
実
業
家
と
し
て
多
種
多
様
な
会
社
の
設
立
や
経
営
に
か
か
わ
っ
た
。「
日

本
資
本
主
義
の
父
」
と
称
さ
れ
て
い
る
。

　
　
　

イ　

ボ
ン
ド
や
凍
ら
せ
た
墨
な
ど
、
素
材
と
描
法
に
工
夫
を
凝
ら
し
、
書
を
、
紙
と
墨
か
ら
な
る
現
代
美
術
に
昇
華
さ
せ
た
異
端
の
存
在
で
あ
り
、

　
　
　
　
「
噫
横
川
国
民
学
校
」
等
の
作
品
を
制
作
し
た
。

　
　
　

ウ�　

明
治
維
新
で
中
心
的
役
割
を
果
た
し
た
が
、
の
ち
に
西
南
戦
争
を
起
こ
し
た
。「
敬
天
愛
人
」
と
は
、
学
問
の
目
的
に
つ
い
て
述
べ
た
語
で
あ
り
、

こ
れ
を
座
右
の
銘
と
し
書
に
託
し
た
。

　
　
　

エ　

一
九
五
八
年
に
故
宮
博
物
院
（
北
京
）
に
て
「
和
平
友
好
」
の
大
字
を
揮
毫
し
た
。

　

問
三�　

下
の
図
版
Ａ
は
、
青
山
杉
雨
が
殷
周
時
代
の
文
字
の
絵
画
的
要
素
に
着
目
し
制
作
し
た
作
品
の
部
分
で
あ
る
。
図
版
Ａ
の
モ
チ
ー
フ
に
な
っ
た
平
安
・

鎌
倉
時
代
に
、
擬
人
化
さ
れ
た
動
物
た
ち
が
遊
び
戯
れ
る
姿
を
墨
一
色
の
「
白
描
」
で
描
い
た
、
国
宝
に
も
指
定
さ
れ
て
い
る
絵
巻
を
何
と
い
う
か
、
漢

字
で
書
き
な
さ
い
。

　

問
四　

次
の
ア
～
カ
を
、
国
宝
と
重
要
文
化
財
に
仕
分
け
し
、
そ
の
符
号
を
書
き
な
さ
い
。

　
　
　

ア　

藤
原
行
成
「
白
氏
詩
巻
」　　

イ　

智
永
「
真
草
千
字
文
」　　

ウ　

伝
紀
貫
之
「
寸
松
庵
色
紙
」

　
　
　

エ　

伝
小
野
道
風
「
継
色
紙
」　　

オ　

藤
原
佐
理
「
離
洛
帖
」　　

カ　

伝
西
行
「
中
務
集
」

　

問
五　

次
の
ア
～
オ
に
つ
い
て
、
施
設
が
所
在
す
る
都
道
府
県
名
を
、
そ
れ
ぞ
れ
漢
字
で
答
え
な
さ
い
。

　
　
　

ア�　

書
道
博
物
館
は
、
洋
画
家
で
あ
り
書
家
で
も
あ
っ
た
中
村
不
折
に
よ
っ
て
開
館
さ
れ
た
博
物
館
で
、
中
国
及
び
日
本
の
書
道
に
関
す
る
古
美
術
品
、

考
古
出
土
品
な
ど
が
所
蔵
さ
れ
て
い
る
。

　
　
　

イ　

良
寛
記
念
館
は
、
江
戸
時
代
を
代
表
す
る
禅
僧
で
あ
っ
た
良
寛
の
遺
墨
と
芸
術
を
顕
彰
す
る
た
め
に
開
館
さ
れ
た
博
物
館
で
あ
る
。

　
　
　

ウ�　

驥
山
館
は
、
川
村
驥
山
が
５
歳
の
時
に
書
い
た
「
大
丈
夫
」、
絶
筆
と
な
っ
た
「
心
」
な
ど
の
書
や
使
っ
た
筆
、
落
款
印
な
ど
の
資
料
を
展
示
し
て

い
る
。

　
　
　

エ�　

徳
川
美
術
館
は
、
徳
川
家
康
の
遺
品
を
中
心
に
、
初
代
義
直
（
家
康
九
男
）
以
下
代
々
の
遺
愛
品
が
収
め
ら
れ
、
ま
た
美
麗
に
装
飾
さ
れ
た
料
紙
が

特
徴
的
で
あ
る
源
氏
物
語
絵
巻
が
収
蔵
さ
れ
て
い
る
美
術
館
で
あ
る
。

　
　
　

オ�　

藤
井
斉
成
会
有
鄰
館
は
、
殷
か
ら
清
に
い
た
る
作
品
が
多
く
収
め
ら
れ
て
お
り
、
日
本
に
い
な
が
ら
に
し
て
中
国
を
肌
で
感
じ
ら
れ
る
よ
う
な
美
術

館
で
あ
る
。

　

問
六　

次
の
図
版
Ｂ
、
Ｃ
に
つ
い
て
、
あ
と
の
問
い
に
答
え
な
さ
い
。

　
　
　

⑴　

図
版
Ｂ
は
、
小
林
抱
牛
の
作
品
で
、
釈
文
は
「
閑
さ
や
岩
に
し
み
い
る
蝉
の
声
」
で
あ
る
。
こ
の
俳
句
の
作
者
名
を
、
漢
字
四
字
で
書
き
な
さ
い
。

　
　
　

⑵　

図
版
Ｃ
は
、
兵
庫
県
の
著
名
な
書
家
の
作
品
で
あ
る
。
作
者
名
を
、
漢
字
四
字
で
書
き
な
さ
い
。

　

問
七　

篆
刻
・
刻
字
に
つ
い
て
、
次
の
問
い
に
答
え
な
さ
い
。

　
　
　

⑴　

篆
刻
に
必
要
な
道
具
と
し
て
適
切
な
も
の
を
、
次
の
ア
～
カ
か
ら
す
べ
て
選
び
、
そ
の
符
号
を
書
き
な
さ
い
。

　
　
　
　

ア　

印
刀　
　

イ　

セ
ラ
ミ
ッ
ク
ボ
ー
ド　
　

ウ　

印
材　
　

エ　

字
典　
　

オ　

彫
刻
刀　
　

カ　

木
槌

　
　
　

⑵　

篆
刻
を
行
う
際
、
印
稿
を
見
な
が
ら
墨
を
塗
っ
た
印
面
に
朱
墨
で
逆
字
を
布
字
す
る
方
法
を
何
と
い
う
か
、
漢
字
三
字
で
書
き
な
さ
い
。

　
　
　

⑶　

刻
字
に
つ
い
て
、
①
文
字
を
彫
り
残
す
方
法
と
、
②
文
字
を
彫
り
下
げ
る
方
法
を
何
と
い
う
か
、
そ
れ
ぞ
れ
漢
字
二
字
で
書
き
な
さ
い
。
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五
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6

書
道

書 道

令
７　

高
等
学
校
書
道
模
範
解
答
（
６
枚
の
う
ち
5
）

200

3231 53

殷

甲
骨
文

青
銅
器

始
皇
帝

篆
書

収
筆
（
終
筆
）

曹
全
碑
（
乙
瑛
碑
）

木
簡
（
竹
簡
）

王
羲
之

王
献
之

三
過
折

北
魏

顔
真
卿

孫
過
庭

狂
草

エ

サ

オ

コ

ア

ケ

ウ

ク

イ

キ

金
文散

氏
盤

用

散

即

眉

以

至

開
通
褒
斜
道
刻
石
（
萊
子
侯
刻
石
）

蘭
亭
序
（
喪
乱
帖
）

十
七
帖
（
集
王
聖
教
序
）

虞
世
南

孔
子
廟
堂
碑

欧
陽
詢

九
成
宮
醴
泉
銘

褚
遂
良

雁
塔
聖
教
序

顔
法

力
強
い
線
質
で
、向
勢
の
構
え
で
重
厚
感
が
あ
る
。
起
筆
が
、蚕
の
頭
の
よ
う
に
丸
く
、右
払
い
の
収
筆
が
燕
の
尾
の
よ
う
に
表
現
さ
れ
る
、

蚕
頭
燕
尾
の
筆
法
が
特
徴
で
あ
る
。

士
大
夫

趙
孟
頫

長
条
幅

金
石

北
宋
の
三
大
家

蔡
襄

Ｃ

Ｆ

Ｄ

Ｂ

Ｅ

Ａ

連
綿
草

帖
学
派

呉
昌
碩

詩

書

画

篆
刻

石
鼓
文白

文

朱
文

空
海

最
澄

久
隔
帖

狸
毛
筆
奉
献
表

エ

ウ

弘
法
は
筆
を
選
ば
ず
（
弘
法
も
筆
の
誤
り
）

崔
子
玉
座
右
銘
断
簡

無

道

人

之

短

無

三
筆

三
跡

才
葉
抄

入
木
抄
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受
験
番
号

6
6

書
道

書 道

令
７　

高
等
学
校
書
道
模
範
解
答
（
６
枚
の
う
ち
６
）

4638

表
音

万
葉
仮
名

イ

阿
（
愛
）

草
仮
名

ウ

女
手

オ

寄
合
書

片
仮
名

変
体
仮
名

蓬
莱
切
（
針
切
）

古
今
和
歌
集

藤
原
定
家

　
　
　

三
オ

ア

ア　

ウ

８
枚

お
し
る
こ

　
　
　

七
十

渋
沢
栄
一

井
上
有
一

西
郷
隆
盛

豊
道
春
海

鳥
獣
人
物
戯
画

ア　

イ　

オ

ウ　

エ　

カ

東
京
都

新
潟
県

長
野
県

愛
知
県

京
都
府

松
尾
芭
蕉

森
田
子
龍

ア　

ウ　

エ

直
接
法

陽
刻

陰
刻

之

良

由

幾

乃

止

毛

仁

和

可

美

波

不

利

奴

礼

止


